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白川の里から眺める夫婦岩の磐座が座す高御座山 2019.1.217.



↓夫婦岩の
案内板

↓夫婦岩への
西の登り口

↓夫婦岩への
東の登り口

▲241mピーク





高御座山の南側を流れ下る伊川の支流に沿って白川の里を抜けると里を北へ高架で抜ける高速道路の下に
出る。道はそのまま、東へ御座山の南側伊川に沿って続く。4この奥に夫婦岩への東の登り口がある.
今回はここから北へ高速道路に沿う階段道を登り、登り切った所から、東へ東御座山の尾根筋をたどる
もう 子の尾根筋をたどるのは10年前。道がどうなっているか・・・・・・・ 2019.1.17.



白川の里を北へ高架で抜ける高速道路に沿って階段道を登りつめる。
ここが東へ延びる東御座山へのとりつき。
夫婦岩への西側からの登り口 ここから東へ東御座山の尾根筋をたどる 2019.1.17.



現在地↓

しあわせ
の村

白川の里 夫婦岩のある高御座山MAP

白川の里を北へ高架で抜ける高速道路に沿て階段道を登りつめるた所 2019.1.17.
高速道路の向こうに高御座山の北側 伊川本流の谷筋に広がる白川の里が見える



白川の里を北へ高架で抜ける高速道路に沿て階段道から眺める白川の里 2019.1.17.



白川の里 夫婦岩のある高御座山MAP

高速

白川の里を北へ高架で抜ける高速道路に沿て階段道を登りつめるた所。
ここが東へ延びる御座山へのとりつき。夫婦岩への案内標識がある。
ここから東へ東御座山の尾根筋をたどる 2019.1.17.



雑木林に包まれた尾根筋 東へ延びる御座山の尾根筋をたどる 2019.1.17.
以前はしっかりした道があったのですが、かすかに道筋が分かる程度。
明るい林の中 尾根筋をしっかりたどれば心配はない。



踏み跡をたどりながら山上の尾根筋へ 案内板も何もないが、昔歩いた道
なので、不安はない。 尾根道の向こうに空がみ、山上へ 2019.1.17.、



東西へ延びる高御座山の尾根筋 241mピーク周辺 2019.1.17.
雑木林に包まれて、小さなこぶが連なって、東西に延びる山上の尾根筋
ところどころ、大きな岩が露出している。 ２つの磐座 夫婦岩はもっと西



夫婦岩もそうですが、この周辺は凝灰岩などが、幾重にも層状に堆積した神戸層群という
地層で、この地層がはがれ、表面が平らなテーブル上の岩がいくつもあり、
また、植物化石の宝庫としても有名である。 2019.1.17. 白川高御座山で

かつて、この一帯には古神戸湖と名づけられている巨大な湖があり、現在の神戸市
須磨区、北区あたりから三田周辺にまで水をたたえていた。湖にたまった火山灰がか
たまってできた凝灰岩と泥岩、また河原に堆積した砂や礫が固まることによりできた
砂岩、礫岩により構成される。
基本的に、凝灰岩、泥岩、砂岩、礫岩の4層からなり、全体に白っぽい色をしているの
が特徴。白い凝灰岩の分厚い地層が幾重にも重なっており、完全な形の植物化石を
多く含む
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白川の里 大歳神社鳥居前の崖に露出した神戸層の地層 2019.1.17.
白川の里周辺ではこんな神戸層の地層が露出した岩盤がいくつも見られる



高御座山山上 小さなピークを上り下りしながら尾根筋を東へたどる 2019.1.17.
山上の尾根筋 踏み跡はしっかりするが、相変わらず視界は開けない
尾根筋のところどころに露出した巨岩が現れ、夫婦岩化?と思うのですが、夫婦岩はもっと先



高御座山山上 小さなピークを上り下りしながら尾根筋を東へ 2019.1.17.
山上の尾根筋 踏み跡はしっかりするが、相変わらず視界は開けない



高御座山山上 小さなピークを上り下りしながら尾根筋を東へたどる 2019.1.17.
山上の尾根筋 踏み跡はしっかりするが、相変わらず視界は開けない



小さな上り下りを繰り返すと 前方ピークに巨岩が見える
高御座山上 尾根筋西側より 白川の夫婦岩 雌高座 2019.1.17.



近づくと平らな大きな一枚岩 畳４０畳敷という
高御座山 白川の夫婦岩 雌高座 2019.1.17.



白川の里 高御座山山上 白川の夫婦岩 雌高座 2019.1.17.
写真前方 南側が少し開け、ちらちら家並みが見える。
以前はもっと広く視界が開けたのですが、10年樹木が成長して 視界が賀が開けない。



高御座山 白川の夫婦岩 雌高座 尾根筋西側より

高御座山 白川の夫婦岩 雌高座 反対側より



雌高座から雄高座へ 尾根筋道を東へ下って行く 2019.1.17.



雌高座からの尾根筋道 左手のピークに雄高座が見えてくる 2019.1.17.



尾根筋の小さなピークの頂上に高御座山 白川の夫婦岩 雄高座 2019.1.17.



高御座山山上 白川の夫婦岩 雄高座 畳６０畳敷という 2017.1.17.



南側の視界が少し開け、南西側の白川台が少し見える 白川の夫婦岩 雄高座



尾根筋道を東側に回り込んで白川の夫婦岩 雄高座を見上げる 2019.1.17.



見上げる白川の夫婦岩 雄高座 全景 2019.1.17.
雄高座の平らな表面の上にいる時にはよくわからなかったが、
こんな巨大な岩がビークの上に乗っかっていました



夫婦岩 雄高座の東で 尾根筋道を外れ、南の東白川台へ下る木の階段道 2019.1.17.



林の中を下りきるとパッと明るい東白川台夫婦岩への東側入り口にでた 2019.1.17.





南側から眺める白川高御座山全景 東白川台側 夫婦岩入口より72019.1.17.

西側 北側 夫婦岩入口 東側 ひよどり台



伊川(源流部)に沿って西へ もとの白川の里へ 2019.1.17.



白川の里 夫婦岩のある高御座山MAP しあわせ
の村

夫
婦
岩



冬の午後 白川の里の高御座山山上に登り、久しぶりに白川の夫婦岩(雄高座・雌高座)に
立ってきました。以前より道はあれていましたが、古代からの磐座
やっぱりパワースポット 厳かな気分に。摂播国境の里を感じた約1時間でした。
もう一度 高御座山の北側山裾の白川の里側からも眺めたくて、
白川の里の中を歩いて帰路に 2019.1.17.



白川の里のシンボル 大歳神社の巨樹 クスノキ 2019.1.217.



白川の里から眺める夫婦岩の磐座が座す高御座山 2019.1.217.





白川の里から眺める夫婦岩の磐座が座す高御座山 2019.1.217.


